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会議録 
会議の名称 第１４回小金井市子ども・子育て会議 

事 務 局 子ども家庭部子育て支援課 

開 催 日 時 令和７年８月５日（火）１８時３０分から１９時４５分まで 

開 催 場 所 ８０１会議室 

出
席
者 

委
員 

会長     金子 嘉宏 委員 

会長職務代理 萬羽 郁子 委員 

委員     亀山久美子  委員      喜多 明人 委員 

後藤 律子 委員      小峰 優子 委員 

佐藤 歩  委員      清水 圭樹 委員 

水津 由紀 委員   竹内 敬子 委員 

長岩 蒼樹 委員   長谷川 渉 委員 

村田 由美 委員   安岡 圭子 委員 

事
務
局 

子ども家庭部長    堤  直規 

子育て支援課長    鈴木 美苗子 

子育て支援係長    古賀 誠 

保育課長       黒澤 佳枝 

保育施策調整担当課長 中島 良浩 

児童青少年課長    平岡 美佐 

児童青少年係長    清水 康之 

学童保育係長     野村 哲也 

児童青少年課主査   永井 桂 

こども家庭センター長 冨田 絵実 

母子保健・児童福祉統括担当課長 笠井 綾子 

傍聴の可否 可 

傍 聴 者 数 ２人 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ メガロス東小金井学童クラブにおけるプール事故について 

３ 令和６年度子どもオンブズパーソン活動報告会について（口頭報 

告） 

４ 子ども権利部会における検討事項について 

５ 「のびゆくこどもプラン 小金井」の進捗状況の点検・評価 

６ その他 

７ 閉会 

発言内容 

発言者名（主な

発言要旨） 

別紙のとおり 

提 出 資 料 資料６５ 子どもの権利部会審議内容の報告について（案） 
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資料６６ 「のびゆくこどもプラン小金井（第２期小金井市子ども・

子育て支援事業計画）」事業進捗状況に対する令和７年度

評価について（報告）案 

資料６７ メガロス東小金井学童クラブにおけるプール事故について 

参考資料２１ 意見・提案シート  
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小金井市子ども・子育て会議 会議録 

令和７年８月５日 

 

 

○金子会長   ただいまから第１４回小金井市子ども・子育て会議を開催いたします。 

 本日は、福井委員より、欠席もしくは遅刻ということで御連絡をいただいております。

また、数名まだ来られていない方もいらっしゃいますが、会を始めさせていただきたい

と思います。 

 それでは、次第の（２）メガロス東小金井学童クラブにおけるプール事故についてを

行います。事務局ほうから説明をお願いいたします。 

○児童青少年課長 遅くなりまして大変申し訳ございません。子どもの権利部会についてでございます。

大変失礼いたしました。令和７年７月２８日月曜、午前１０時３０分頃、本市が補助金

を交付しております民設民営学童保育所メガロス東小金井学童クラブにおきまして、在

籍児童１名がメガロス武蔵小金井店でのプール遊び中お亡くなりになるという、決して

起きてはならない事故が発生いたしました。亡くなられたお子様の御冥福を謹んでお祈

り申し上げます。また、御遺族の皆様に心よりお悔やみ申し上げます。 

 本資料は、同月３０日に行いましたプレスリリースとなっております。現在市は、民

間民営学童保育所の運営に関し指導等を行う立場から、個人情報の取扱いは細心の注意

を払い、事故原因の究明、安全対策、再発防止などの検討を行うため、第三者検討委員

会の設置を予定しております。 

 また、児童や保護者の心のケアにつきましては、御希望に応じて児童館での心理士に

よる相談への御案内等、対応を図っていっております。 

 報告は以上でございます。 

○金子会長   ありがとうございます。 

○子ども家庭部長 ちょっと補足させていただきます。現在、市が受けている報告は、これでは事故が

起きたときの詳細が分からないということではありますけれども、このような報告を受

けている状態でございます。事業者としても、今後、事故の具体な原因確認、再発防止

の検討をしているところでありますし、また、こういう重大事故でありますので、警察

のほうの捜査も入っているところでありまして、現在報告できる事故の内容としてはこ

ういうことになっております。 
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 その上で市としましても、原因の究明と再発防止の検証について検証委員会を立ち上

げて実施する方向でございまして、子ども・子育て会議おきましても、直近のところで

タイミングがありますが、メガロスからの正式な報告があった時点、それから、市の検

証報告がまとまった時点、検証報告、第三者的な委員会の提言ということになりますの

で、それを受けて市が対策をまとめた時点というところではきちっと報告をさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。今日のところの報告できる内容とし

てこのようなものになります。 

○金子会長   事務局から御説明いただきましたが、確認されたいことがありましたらお受けしたい

と思います。なお、御発言の前にはお名前をおっしゃっていただくようにお願いいたし

ます。いかがでしょうか。 

○後藤委員   メガロスからの発表で、子どものスイミングのクラスは全面休止というのが発表され

ていたんですが、東小金井の学童は今、通常どおり子どもを受け入れている状態なんで

しょうか。 

○児童青少年課長 メガロス東小金では、現在運営はしてございます。ただ、課外活動につきましては、

中止をさせていただいております。 

○後藤委員   分かりました。 

○清水委員   自分の子どももメガロスに通わせていたんですけれども、去年もたしか同様の事故、

そのお子さんは助かったんですけど、溺れてしまったという事故があって多分１年もた

たないぐらい、またこういうことがあって、すごい親としてはいたたまれない気持ちな

のかなというところはある一方で、もちろん人的なところでもっと防げたところはある

とは思うんですが、何かもう一歩踏み込んで、例えばＡＩカメラの導入ですとか、何か

そういったシステムの導入も市としてお考えができるんであればお願いしたいなという

ところが１つ意見です。 

○児童青少年課長 ＡＩカメラという御提案というのは、学童の教室の中にということですか。 

○清水委員   いや、プールで、今回見ている人員の役割分担があんまり整理されてなかったのか、

見ている人の、注意して見ていたものの見落としてしまったのかというところがあると

は思うので、人の目でやるのも多分１００％はないと思うので、そういったところで機

械を導入するというところで、それは小学校のプールの授業でもそうなのかもしれない

ですけれども、何かそういった危険が考えられるところは、何かそういった仕組みを考

えていかないと、なかなか同様のことが、確率を少なくするという方法としては、オペ
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レーションだけだと限界があるのかなというところは思っております。 

○児童青少年課長 ありがとうございます。今回の施設は民間の施設でございますので、ちょっと市か

らというところはなかなか難しいというところがございます。学童でのプールの活用と

いうのは、公設では想定を、実際にやっていないですし、ほかの民設民営学童保育所で

も予定はないというところで、学童が今、大規模化をしているという状況もございます

ので、学童でも、学童保育中のプール施設は中止としている状況でございます。 

 ＡＩカメラの導入につきましてましては、ちょっとプール施設というところになりま

すと、何かの際に、こういった御意見がありましたというところではお伝えできるかと

思いますので、今日はこのような御回答になります。 

○金子会長   皆さんから、ほかにはいかがでしょうか。 

 この会議体においては報告を受けるというか、まだ原因も分かっていないと思います

ので、検証委員会を立ち上げるということなので、今のＡＩカメラ等、テクノロジーを

どう使っていくかということも含めて検討をされていくことになるかなというふうに思

いますし、当然この段階では本当に再発をどう不正でいくかということが一番重要なこ

とになっていくと思いますので、引き続き御報告いただけるということですので、引き

続き御議論できればなというふうに思います。 

 もしなければ、以上で（２）のほうは終了いたします。 

 次に、次第の（３）令和６年度子どもオンブズパーソン活動報告会について及び（４）

子どもの権利部会における検討事項についてを一括して行います。事務局からの説明を

お願いいたします。 

○児童青少年課長 今回の会議でも御報告をさせていただきたいところでございますけれども、子ど

も・子育て会議の次の任期においても、次の３点の課題を検討するため、子どもの権利

部会を継続させていただければと思っております。 

 １点目が、子どもの意見・議論が実現につながる仕組みづくり、２点目が、子どもの

意見・議論を支援する人材の育成、３点目が、大人を含めた市民全体が子どもの権利に

ついての認識を高める施策の検討でございます。詳細につきましては、資料６５を併せ

て御覧ください。一部審議結果が空欄となってございますが、８月１３日に今期最後の

子どもの権利部会を開催いたします。そこで審議した内容を本報告書に追加し、子ど

も・子育て会議の委員の皆様に御報告をさせていただきたいと思います。 

本日は、子どもの権利の日のアンケートについて、結果がまとまりましたので、御報
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告をさせていただきたいと思っております。 

 前回会議でも御案内したとおり、小学校６年生及び中学生を対象に、子どもの権利の

日のイベントの周知方法についてアンケートを実施しました。詳細は、資料６５の別紙

資料を御覧ください。 

 短いアンケート期間にもかかわらず、２,７２０名の子どもたちから回答を得ることが

できました。こちらは教育委員会、学校の多大なる御協力のおかげだと思っております。

大変にありがとうございます。 

 アンケートの結果、こちらから提示しましたイベントの周知方法のうち、一番多く支

持されましたのが、駅や学校などにポスターを貼るという案で、次に多かったのが、Ｘ

などのＳＮＳで宣伝するという案でした。そのほか自由意見も寄せられましたので、何

点か資料に掲載してございます。これらの子どもたちの意見を参考にしながら、子ども

の権利の日のイベントの周知方法、そしてイベントの内容についても、子どもたちの会

議及び、子どもの権利部会で検討していく予定でございます。 

 事務局からの報告は以上になりますが、もし部会長から何か補足がありましたら。 

○水津委員   権利の日の作成については、併せて子どもの意見表明を実現するためということも同

時にということで、検討していくということを次年度、また細かいことを伺いを出して

いきたいというふうに思っています。 

 権利の日というものが、ただの決まった日にちということにならないように、それが

すごく子どもの権利に対して有効であるような、大きな動きになるような内容になれる

ように、そこは行政と一緒に考えていきたいというふうに思っております。喜多先生も

よろしくお願いいたします。 

○金子会長   喜多先生、御発言お願いします。 

○喜多委員   では、オンブズの報告の前に。子どもの権利の日のほうは、通常、子どもの権利の日

というのは、子どもの権利条例に組み込まれている場合が多いんです。川崎市はじめ条

例にもともとなっていて、毎年条例を普及啓発していくためのそういう制度として。今

回、小金井市の場合には条例には入ってなかったものですから、今後子どもの権利を条

例にしていこうかという話になっております。ただ、あまり行政とか、こちらの大人の

側が仕切るのではなくて、できれば子どもたちに権利の日を企画運営してもらえるよう

な方向が、特に子どもの参加を今後、仕組みとして部会としても検討している最中なん

ですが、できれば子どもの権利の日をうまくリンクさせて、子どもたちの非常に具体的
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な目標になるようになればいいかなというふうには思っております。一応そんなことを

考えています。 

○金子会長   ありがとうございました。 

 引き続きお願いします。 

○児童青少年課長 それでは、７月２４日に萌え木ホールで行われました子どもオンブズパーソンの令

和６年度の活動報告会について御報告いたします。 

 今年は小金井版「子どもの権利学習」ワークショップ＆子どもオンブズパーソン令和

６年度活動報告会と題しまして、ワークショップと活動報告会の２部構成で実施し、４

０名の方に御来場いただきました。 

 第１部の子どもの権利学習ワークショップでは、ふだん市内の小学校６年生を対象に

実施している子どもの権利の授業を、子どもオンブズパーソンが実演し、子どもの権利

とは何か、子どもの権利を守る、大切にするとはどういうことという２つのテーマを軸

に事業を進めました。 

 第２部が、令和６年度の活動報告会です。本日お配りした活動報告書をもとに、子ど

もオンブズパーソンが令和６年度の相談の状況と事例、小学校での権利学習を含めた普

及啓発活動について報告をいたしました。報告の中で、本市における相談活動の特徴と

して、子ども自身が直接相談に来ることが多く、子どもからの相談は電話よりも面接の

ほうが多いこと。２点目、大人からの相談であっても、子どもと直接話すことを大切に

しているため、新規相談４８件のうち、７割を超える３４名の子どもと話ができたこと。

３点目、相談者の学年を見ると、小学校４年、５年、６年生の相談が多く、６年生の相

談は、全ての子ども本人からである。これは小学校６年生を対象に、子どもの権利学習

を実施していることが影響していると思います。こういった特徴が挙げられております。 

 また、第２部では、今年の４月１日に新しく子どもオンブズパーソンに就任した竹内

オンブズを紹介するコーナーを設けました。竹内オンブズが子どもの権利の分野に興味

を持ったきっかけ、竹内先生は、世田谷区の子ども権利擁護機関に勤めていた経歴がご

ざいます。そのようなことから、世田谷区と小金井市の違いや、そういった今までの御

経験などのお話をいただきました。 

 活動報告の終わりには、代表の半田オンブズから、今後力を入れていく取組活動とし

て、５点紹介をされてございます。１点目が、子どもの権利学習については、小学生を

加え、今年度から中学生を対象に実施していくこと。２点目、保育園、認定こども園、
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児童館、学童保育所の職員を対象とした子どもの権利に関する研修の実施。３点目、保

護者、地域住民への子どもの権利の普及啓発。４点目、スクールソーシャルワーカー、

スクールカウンセラー、学校教職員などの学校関係者と子どもの権利、子どもの最善の

利益の在り方について対話をすること。５点目、相談者と向き合うとともに考えていく

ことを丁寧に行っていくこと。今後力を入れていく取組活動として、以上の５点が発表

されたところでございます。 

 なお、来場者の皆様にはアンケートを実施しました。ウェブでの回答期限を８月１２

日までとしているため、最終的な集計はまだこれからでございますが、これまでにいた

だいた回答の中から、子どもオンブズパーソンの活動について幾つか御意見をいただき

ましたので、ここで御紹介いたします。ほぼ原文どおりでちょっと御紹介いたします。 

 私は、子どもオンブズパーソン相談室を利用していて、とても支えとなっています。

気持ちを吐き出す場があるのとないのとでは大きな違いだと思います。権利教育はいつ

から必要なのか、親が知るような取組があってもよい。居場所事業を行っている。大人

に対しての子どもの権利学習も必要だと思うが、それを広げるためにはどのような手法

があるのでしょうか。第三者機関として設置されているはずだが、市の権利侵害に対し

ても何もしないのであれば、存在の意味がない。浸透度が低く、相談件数が少ないこと

を踏まえて、子どもの権利の普及啓発に特化してアプローチを強化すべきだと思う。世

田谷区のせたホッとのようなマスコットキャラクターがあると、子どもたちにとって親

しみやすい要因の１つになると思う。なお、アンケートは結果が出そろい、集計結果が

まとまりましたら、次回の会議等で報告をさせていただきたいと思っております。 

 子どもオンブズパーソンの活動報告会につきましては、以上となります。 

○子ども家庭部長 オンブズパーソンの活動報告について、幾つかだけ補足させていただきます。 

 報告書２４ページを御覧いただきたいと思いますが、令和６年度と令和５年度を見た

ときには、令和５年度が５７件に対して令和６年度は４８件に減少しています。ただ、

２６ページと２７ページを見ていただきたいんですが、例えば小学校６年からの相談１

０件が、全部子どもからの１０件なんです。こういった上で、件数は若干減少しますが、

何か大きく減少したという認識はオンブズパーソンの先生方にはなく、つながりとかと

いうのはつくられるというふうなことだったと思っております。 

 また、特に２８ページを御覧いただきたいんですが、活動件数が令和５年度４５５件

だったのが、令和６年度は２３１件で激減しているように見えます。ただ、こちらは２
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９ページを御覧いただくと分かるとおり、２１回以上という、何回にもわたって関与す

るというふうなケースが減っていて、比較的短期、中期のところで話がまとまっていた、

そういったケースが多かったためだというふうな御説明でございました。 

 また、課長からも説明があったとおり、オンブズパーソンとしては、子どもたちとじ

かにつながってということを非常に大事にしておりまして、そちらについては、３２ペ

ージからの事例紹介のところ、こちら、個人が特定されないように多少デフォルメされ

たものでありますが、相談の内容が分かるところですので、後で御覧いただければと存

じます。 

○金子会長   ありがとうございます。事務局から御説明いただきましたが、発言されたいことがあ

りましたらお受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。３と４併せてという形にな

ります。 

 確かに件数は、上限によってそれを評価するというのも何も違うんじゃないかなとい

う気はしますので、別に相談がなかったから悪かったというわけではないかなというふ

うな気がします。 

 特にやっぱり意見表明とかに関しては、（３）のところに子どもの意見・議論を支援

する人材の育成ということが書いてあります。やはり子どもだけで議論するとか意見を

形成していくということになると、なかなか深いものになっていかないこともあり得る

と思います。先生もよくお分かりのように、子どもたち、探求的な学びをしていくとき

に、子どもたち自分でもどんどん深めてはいくんですが、同時にやっぱりそこに大人の

支援が入ると、より深いところまで子どもたちが行けるということになると思いますの

で、すごく（３）は重要だなと思いました。 

 また、主権者教育みたいなものが学校でも行われていると思うんですが、主権者教育

と絡めていくということも、子どもの権利ということでは重要なのかなと思います。大

人になったら、主権者として投票をしたりとか、いろんな主権を発揮していくと思いま

すので、そういうことも含めて何か子どもの権利というものが子どもたちに伝わってい

くと、今だけのことではなくて、伝わっていくといいのかなというふうに思いました。 

 それでは、８月１３日の子どもの権利部会終了後、子どもの権利部会会長から私のほ

うに、本会議の会長のほうに報告を踏まえて、子ども・子育て会議から市長宛ての報告

書については、皆さんに情報を共有させていただきながら、私のほうで最終手続のほう

はさせていただくことになりますので、皆さんにはメールで共有するという形で行わせ
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ていただければというふうに思います。 

 では、次第の（３）及び（４）を終了いたします。 

 次に、次第の（５）「のびゆくこどもプラン 小金井」の進捗状況の点検・評価を行

います。事務局のほうから御説明をお願いいたします。 

○母子保健・児童福祉統括担当課長 資料６６の修正の説明をさせていただきたいと思います。資料６

６の３の１９です。３番の乳幼児健康診査の中にあります１歳６か月児健診受診率です。

９５％となっておりますが、総数の間違いが見つかりまして、９８％に訂正をお願いい

たします。大変申し訳ありませんでした。よろしくお願いいたします。 

○子育て支援係長 続きまして、資料６６の説明をさせていただきます。「のびゆくこどもプラン 小

金井」（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）」事業進捗状況に対する令和７

年度評価について（報告）の案となります。 

 前回からの変更点は、１ページ目に金子会長から市長宛てのかがみ文を追加し、裏面

に、先ほどの子ども権利部会における検討事項を踏まえた文章を追加しております。 

 また、前回の会議において萬羽先生から御意見をいただきました３－３０ページの参

考指標３点、「赤ちゃんとの異世代交流事業延べ参加者数」、「市民まつり参加者数」、

「市民ボランティア受入者数」について、いずれも令和６年度実績の表記をゼロから文

言による記載に修正しております。 

 なお、参考指標３点に係る修正箇所につきましては、事業担当課の児童青少年課から、

補足説明があればお願いします。 

○児童青少年課長 「のびゆくこどもプラン 小金井」の進捗状況の点検・評価の修正部分について説

明いたします。 

 赤ちゃんとの異世代交流事業延べ参加者数をゼロとしていたものについては、この事

業がコロナ禍後、乳幼児とのふれあい事業として実施している現場が複数あったため、

指標として集計するため、令和５年度より統合して整理しました。新しい計画でも統合

整理しております。 

 次に、市民まつり参加者、市民まつりボランティア受入人数をゼロとしていたものに

ついては、市民まつり自体が中止となったため、中止と修正させていただきました。 

 説明は以上です。 

○金子会長   御説明ありがとうございました。事務局から御説明いただきましたが、この件につい

て御発言されたい方がいらっしゃいましたらお受けしたいと思います。最終ここで取り
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まとめということになりますので、多分、前回の会議のときに御意見をいただいていて

修正をしたというところになっているので大丈夫かとは思うのですが。 

○亀山委員   修正とか関係なく、ちょっと教えていただきたいんですけれども、市民まつりという

のは中止が続いていますが、これは復活する可能性もあるのでしょうか。それとも、も

う開催ができなくなっているということでしょうか。それをちょっと教えていただけれ

ばと思います。 

○子ども家庭部長 今、私のほうに報告を受けているのは、市民部のほうで２年間かけて検討するとい

うことです。今年、来年でよかったと思うんですが、その上で新たな市民まつり、また

はそれに代わるものとしてどういうことを進めていくかというのを検討している。以前

参加していただいた団体に意見を伺ったり御対応をお願いするということを、この間も

してきたというふうに聞いています。ですので、再開の可能性、または従前とは違う形

だとしてもどういう形でできるかというのを、今、検討しているところだという状況だ

と思います。 

○亀山委員   結果はいつ頃でしょうか。 

○子ども家庭部長 ２年間検討するというふうに聞いていたので、そういう意味では来年度に、令和８

年度のところで結果を出すという考えなんだと思います。何月とかというところまでは

聞いておりませんが、年度中ということです。聞いてない、もしくはすみません、ちょ

っと記憶が定かではなく申し訳ないです。 

○金子会長   直接所管されているところではないと思いますので。 

○水津委員   今の市民まつりのボランティアの受入れのところなんですけど、市民まつりとしての

活動は現在していませんが、ほかのイベントで中高生を受け入れているという事実があ

るんですよね、健全育成の活動の中で。その辺のところってなかなか反映できないのが

すごくこの施策の中の評価のもったいないところだなというふうに思っていまして、何

かそういう、ちょっとこれだとすごくやっていません、やりませんでした、ゼロですみ

たいな形にしか見えないんだけど、それぞれ現場では努力をして中学生のボランティア

の受入れをしているので、何かそういうもう少し行間があるようなことがどこかに書け

ないものかなというふうに思います。感想です。すみません。 

○金子会長   それで言うと、小学校でボランティア受け入れをされているんだろうなというふうに

思いますので。まちのお祭りみたいな。 

○水津委員   市民まつりに代わるお祭りという認識でやっているものだったものもあったので。で
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も正確に言うと、市民まつりの行事ではないというのはよく分かっていますけど、何か

何もやってなかったみたいになっちゃうとすると悲しいなと思った次第でございます。 

○金子会長   報告ということになるとこういう書き方になってしまうので、書くとしたら表書きの

裏に何か加えるかみたいなことはあり得るんですか。 

○水津委員   もうこれからは難しいとは思うんですけど、こういう評価のときにそういう部分とい

うのが、何か細かいところを見るといろいろそういうところがあって、訂正していただ

くのもどうかなと思う部分もあるんだけど、そもそもにして行政施策の評価というとこ

ろにもうちょっと踏み込んだものとか、何か色がつくようなものみたいなものを、今後

やっぱりちょっと入れていけるような評価というのも検討できたらいいんじゃないかな

というふうに、今さらで申し訳ないんですけど、思っていますということです。 

○金子会長   報告書の在り方次第というか、評価の在り方次第を検討する必要があるとは思います

が。場合のよっては健康診断的なこういうものも加えて何か別途フリーハンドの報告書

みたいなものが加えられてもいいのかもしれないということですね。健康診断はしない

といけないと思うので、そういう意味では、今後何かフリーハンドの報告みたいなもの

ができると。 

 何かありますか。 

○亀山委員   すみません、関連で。主催がどこかになるんじゃないですか。ここに載せるものの、

主催者がどこかによって変わる、評価が。 

○金子会長   これはあくまでももともとの評価基準の中に市民まつりって書いてあるので、この中

には市民まつり以外の祭りのことは書けないということになると思います。ですが、フ

リーハンドでやるかと。どうぞ。 

○子育て支援課長 確認なんですが、今の御意見は、多分今回の評価の中で、実際、市民まつりは中止、

休止なのでやっていないけれども、その代替として何かやっていたものがあるならば、

そういったものでボランティアの活動は実際にはあったんだよというようなことが報告

の中に表現されていればよいのではないかと御意見でよろしいですか。 

○水津委員   そうなんです。全くゼロ、なしですというよりは、そういう認識でやっているものが

あるので、そこら辺がもう少し前に、全然本当になしってなしじゃないですか。 

○子育て支援課長 やっているような印象が感じられるという。 

○水津委員   そうですね、そこがもう少し見えたらうれしいなと思ったという感じです。 

○子育て支援課長 ありがとうございます。今回はもうこれで御了承いただくということでよろしいで
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すか。 

○水津委員   はい。 

○萬羽委員   改めて見ると、事業名称はそういうことも含まれる内容ですし、事業の内容自体も、

市民まつりや子ども週間行事などでと書いてあるので、例えば人数には書けないけど、

結果の中には「など」だったらば入れられるのではないかと。もうちょっと見えなくは

ないかなと思いました。すみません。はっきりそれだけとは言ってなくて、「など」の

「など」は何だろうと思いました。 

○子育て支援課長 多分参考指標としては分かりやすいように参考として資料を上げているので、その

数を示しているというところではございますが、結果の文面にそういったものが書き込

めたらよかったのかなということで受け止めさせていただきます。次回のこういった評

価の在り方というところで、御指摘があった場合にはそのように促していきたいなとい

うふうに思います。 

○金子会長   何を載せて何を載せないかが難しくなると思うんです。 

○小峰委員   今回はもう全然あれで、次回の提案として、子どもが地域の一員となるための学習と

交流の場をつくりますということなので、子どもたちが今ボランティアということでは、

ボランティアカードを使ってかなりボランティアを把握できるというのがあるので、教

育委員会主体なんですけれども、そこをこれだけの数のボランティアの子たちがやって

いるという、多くの全体を見て地域に出ているんだという指標にしたらどうかなという

ふうにちょっと考えました。次回で。 

○金子会長   ボランティアカードは教育委員会ですか、学校ですか。 

○小峰委員   学校、教育委員会のほうからもらっているものなんです。 

○佐藤委員   本町小学校校長の佐藤でございます。大変言いづらいんですけど、次回に書くとした

ら、ここに書かなきゃいけない反省は何かというと、縦割りで横のつながりが薄かった

ということはいつも申し上げていたんですけれども、児童青少年課と教育委員会とそれ

ぞれ所管するものが、似たようなことをばらばらにやっているという印象をどうしても

受けちゃうかなという気はします。各種催物における中高生のボランティア、大分やっ

ているんで、教育委員会主催で。むしろ生涯学習課の中では、コミュニティ・スクール

ということで、全校コミュニティ・スクールになっている中で、そういった地域に貢献

できる、地域を担う子どもを育てるという部分は大分進めてやっているところで、児童

青少年課とかこっち側のほうで予定どおりいかなかったとなるところがちょっと残念か
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なという気はします。 

○金子会長   何を評価するというところになってくるかと。 

○佐藤委員   児童青少年課としてはこうだったという。 

○金子会長   というところなんだとは思う。 

○佐藤委員   もちろんなるんだろうなというふうに思うんですが。 

○金子会長   子どもたちが駄目だったというわけではない。 

○佐藤委員   はい。ただ、青少年健全育成がこっちの管轄だとすると、相当青少年健全育成のほう

で、堤さんは御存じだと思うんですけど、中学生物すごく一生懸命やっているのにそれ

が入っていかないというのは、そうしたら、そこが拾われる評価方法にしたほうが、皆

さん前向きになれるんじゃないかな。どっちかというとすごいやっているなというイメ

ージがあるので、すごいやっているなというイメージが持てる評価方法と数字を出すべ

きかなとは、今後出すべきかなというふうには思いました。 

○子育て支援課長 貴重な御意見をいただいたところでございますので、次回以降ということなんです

が、３月につくりました新計画のほうでは、すみません、やはり参考指標のほうが既に

決まってしまっているところがありますので、報告の書きぶりとして何か取り組んでい

る内容が伝わりやすいように、なるべくそのような記載に努めてまいりたいというふう

に思います。 

○金子会長   行政評価なので難しいことですが、細分化すればするほど見えなくなってくるものは

確実にあって、もう少し大くくりの評価があってもいいのかもしれないなというふうに

思いました。これはこれでやるにしても、何かもう少し大くくりに、大きな目標を立て

ているものがどんなふうに実現したのかみたいなことは、数字ではなくてこれの総評み

たいなものがつくれると、より分かりやすくなるのかなという気がしました。なので、

そこはちょっと、行政のインパクト評価というのは本当に難しいことなので、御相談し

ながらやっていきたいかなと思います。 

 では、一応今回はこれでということで進めさせていただければというふうに思います。

修正については私のほうで一任させていただいて、見させていただくという形になりま

すので、この後、ちょっと文字の修正等が入りましたら、私のほうで見させていただい

て、市長のほうに提出するということにさせていただきたいというふうに思います。 

 以上で、次第の（５）を終了いたします。 

 次に、（６）その他を議題とします。委員の皆様から何かございましたらお願いいた
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します。ございますでしょうか。 

 以上で、次第の（６）を終了させていただきます。 

 それでは、本日の審議事項は以上となります。この会議は２年間の任期ということに

なりますので、本日最後ということになります。委員皆様から一言ずつ御感想や、ある

いは次期会議に向けての引継ぎをお願いしたいことがございましたらお言葉をいただけ

ればというふうに思います。 

 大変恐縮なのですが、亀山委員のほうから順番にお願いできますでしょうか。 

○亀山委員   一言じゃなくて長くなるのですが、申し訳ありません。 

 この会議は、子どもたちがよい環境になるようにと、とても熱い思いで話し合ってや

っている会議に参加させていただいて、本当に感謝しております。 

 最後ということで、評価に当たるのか、何を言っていいのかが本当に分からないまま

２年が過ぎたというのが正直なところで、ちょっと言いたかったことをここで言わせて

いただきたいなと思いまして、すみません。 

 学校関係なんですけれども、スクールカウンセラーを必ず常駐というか、いらしたり

いらっしゃらなかったりという予約制になっているような気がするので、常駐していた

だきたいなと思うのと、学校の図書館の司書さんをやっぱり常駐させていただきたいん

です。アンケートにも、図書館が子どもたちの居場所であったりとかするんです。安定

して司書さんがいて、そこで本を楽しんだりという、ちょっと授業から外れた子たちも

そこで受け入れてもらえるような、そんな体制があればいいのかなという思いがありま

す。保健室もそうなんですね。子どもたち、本当に保健室で先生と心開いて話をして、

ほっとします。先生方も、それから保護者の方も、保健室をとても大切に思っていらっ

しゃるので、保健室の充実と、それと保健室の先生というのは学校の要なので、いろん

なところの情報が全部入ってきて、一手に引き受けていらっしゃるんです。だから、そ

の負担を、ファシリテーターじゃないですけれども、そういう方がいらして、そこを吸

い上げていろんなところにつなげていただけるような、副校長先生がよくそういうこと

をなさっているとは思うんですが、そういう人がいれば子どもは助かるんじゃないかな

という思いがあります。 

 あとは学校以外で大事なのが児童館ですね。ゼロから１８まで受け入れて、なおかつ

児童館に延長してくれとか、あんな子も受けてとか、本当に大変な思いでいらっしゃる

と思うんです。そこの人員もそうですし、それから、充実を図って、先生方の本当に自



 -16- 

助努力だけでは限界というような感じがします。それと学童保育も同じですね。みんな

たくさんの人が来て、場所が狭くて、学校の校庭が狭くなって、児童館も遊べるところ

が減ってきて、外を見ると、公園で遊ぶにも禁止していることが多くて、大人たちは子

どもの声がうるさいとかいって窓を閉めてしまわなきゃならない施設もあったりします

よね。だから、子どもを真ん中にと言いながら、本当にそうなっていくんだろうかとい

う思いがとてもするんです。大人は仕事が大事ですから、どうしても自分の仕事で子ど

もたちを振り回しますよね。そこも改善していかなきゃならないし、だから、大人がも

っと子どもに真摯に向き合って大切にして、家を出たら学校、学校出たら学童、学童出

たら塾、何だか子どもはこれで真ん中なんだろうかととても思ったりします。 

 だから、この会議が本当に熱い思いでいろんなことを考えてくださっているので、と

ても期待しています。それと、私が一番好きな場所はこども家庭センターゆりかごで、

とても安心する場所なんです。子どもがしゃべっていて、ほっとして、また次に頑張っ

ていこうという、非常にいい空気が流れていますので、大切にしていっていただきたい

んです。新しい場所に変わったときに、あの場所の雰囲気が壊れないように、大切にあ

の場所を守っていただきたい。あんな場所がどんどん増えていくと、どんなに生まれる

子も、生まれた子も、親も安心して暮らせるんじゃないかなと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 次の方々に本当に託したいと思います。２年間ありがとうございました。（拍手） 

○喜多委員   私の場合は、もともと子どもの権利条例の制定過程のところから関わらせていただい

て、最近では子どもの権利部会員をかなり長くさせていただきまして、特にこれまで

はオンブズ制度の設置、そしてその運営、設置後の開設についても、私なりに努力さ

せていただきました。特にオンブズの評価・検証の部分をどうするかというのが部会

で非常に議論になりまして、今この前の報告会で、これがやはりオンブズの検証の仕

組みとしてはいいんじゃないかなというふうに感じていました。 

 あと最後、私が残されているもう一つ大きな部会のテーマは子ども参加の仕組み、

意見表明、参加の仕組みづくりというところで、これはまだ具体的な形になっており

ませんので、引き続きもう１期やらせていただこうかと思っているんです。最近の経

験で言いますと、実は先日、教育委員会のほうも、教育評価の点検・評価委員会とい

うのを私もやることになりまして、同じ子どもの問題なんだけど、どうして分かれて

いるか。結構議論は同じ議論をやってきました。特にいじめの問題、不登校の問題な
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んかは、こちらでやっていることの裏返しみたいなことをやってきましたので、いず

れはそういう無駄を省くような方向に行けばいいのかなというふうに思いました。そ

れはちょっと余計なことかもしれませんが、私の感想でした。 

 以上です。（拍手） 

○後藤委員   ２年間ありがとうございました。様々なお立場の方から様々な意見をお聞きすること

で、本当に大変勉強になる２年間でした。今後も子どもを取り巻く環境がよりよくなる

ように、自分が何ができるかというのを考えていきたいなと思いました。 

 先ほどの佐藤校長先生の話でもありましたが、子どもは幼稚園、保育園から小学校に

上がるとか、１日の中で学校に行って、学童に行く。全部続いているところが、大人の

世界では分断されているというか縦割りで管轄が違ってくるということがすごく起きて

いるなというのがとても感じたので、どうやって連携していくのかという、私の職場の

中でどうやって連携を取っていくか、周りのスタッフとどうやって連携を取っていくか

というのも考えていきたいなと、とても感じました。 

 今日で私は終わりで、また新たに学保連から、今日傍聴に来ていますが、新しいメン

バーへ交代するので、また学童の保護者の視点というのも引き続き持ち続けて学んでい

きたいなと思っております。ありがとうございました。（拍手） 

○小峰委員   すごくこの頃感じていることが、親御さんの保護者同士のつながりがすごく薄くなっ

てきて、今までトラブルが、お金の問題とかけんかの問題とかいろいろ子ども同士であ

ったときに、普通だったら知り合いの親御さんだったら、ちょっとこうだったねと言っ

て終わることが、もう親の中で不安で不安でどうしていいか分からないというな、そん

なような地域の現状になっているというのが今の現状だと思うんです。それをこういう

パーセンテージ書いたり何名と書いているのを行政がやっている姿を見たりとか、地域

とのギャップがすごく感じられるというのが、この会議に来ての、私の実は感想です。 

 あともう一つは、やっぱり縦割りということで、教育委員会、むしろ民生委員なので

教育委員会とやることが多いので、子育て支援課がこういうふうにやっているんだなと

いうのがよく分かったというのも、今回この会議に出させていただいてとてもよかった

と思っております。 

 来年度は、喜多先生の、子どもの意見のことで、権利のことでもう少し勉強させてい

ただきたいなと思って、民生委員のほうでぜひやらしてくださいとお願いして、もう１

期頑張ることにしました。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 
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○佐藤委員   すみません、４月に来たばっかりでもう終わってしまったんですけれども。感想なん

ですけれども、短い限られた時間の中で評価していくとなると、どうしてもマイナス面

が多く出てきちゃうんですけれども、小学生の教育に携わる者として１つお伝えしたい

こと言えば、小金井市の子どもに対するいろんな施策だったり教育というのは相当レベ

ルが高いんじゃないかなというふうに思っています。すごくなかなか前向きな部分に光

が当てづらい、こういう会議体にはなってしまうかなと思うんですけど、まあ、東京都

の中でもこれだけレベルの高いことをやっていることはないなというのをいつも感じて

います。その辺の部分が、もっと出すのはなかなか難しいと思います、いいところばっ

かりだねと出しちゃったら、何言っているんだというふうに言われちゃうから厳しくは

やっていかなきゃいけないところだと思うんですけれども、これを見たときに、市民が

小金井いいなという部分も出せたらいいなというのが正直なところです。 

 小金井だけですよね、こんなに子どもが増えているというのは。ほかの自治体さんは

どんどん子どもがいなくなっているのに、小金井はこれ以上増えたらどうするんだとい

う状態に直面しているので、それはなかなか難しい問題ではあると同時に、小金井市が

いい自治体であるということのあらわれであるかなというふうに思いますので、ぜひい

いところもたくさん、いいところがたくさんあるということは、ここの方にいろんなと

ころで言っていただけると、前向きな気持ちにみんながなれるかなというふうに思いま

す。（拍手） 

○清水委員   今回、この会議を通じまして、やはり子育てを安心してできるのも、行政の皆さんの

つながりであったり、各皆さんの立場でいろいろやっていただいているからこそという

ことをすごい痛感いたしました。今後についても、地域で子どもを支える立場として、

親だから見える目線というところを伝えていければと思います。２年間ありがとうござ

いました。（拍手） 

○水津委員   今日実は午前中というか、とあるシンポジウムで伺ったお話が、大阪のグリ下の子ど

もたちを支援するためのＮＰＯ法人を立ち上げて、億単位の寄附金を企業から集めて、

直接その子たちに支援をするという活動されている方たちだったんです。あと福岡の警

固公園だったかな、ああいうところのたまり場になっているところの子どもたちの話が

あって、やっぱりその中で、ネグレクトもありますし、子どもたちが受けている性被害

だとか、暴力だとか、親による搾取だとか、ヤングケアラーだとか、本当にすさまじい

状況がある中に、子どもが少なくなっている中でそういう立場に置かれている子どもた
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ちが増えているということがとても、どういうことなのかなというふうに思いました。 

 同時に小金井市というところは豊かなまちですので、そういう問題から何となく平和

ぼけで、あまり遠いところの話だなみたいに思うけれども、でも実際にはそこは表裏が

あって、ここのまちの子どもたちには、このまちの子どもたちにこそ必要な権利教育や

主権者教育や、自分の人権はどう捉えるのかということを教えるというか、親も子ども

も一緒に考えるということがすごく重要だと思っているので、違うケースであるけれど

も、私たちだからこそ、ここのまちだからこそ伝えなければいけないことというのが絶

対あると思っているので、もう少し権利部会の中で、啓発というところの工夫を、この

まちの特徴を捉えてやっていけたらなというふうに思いますので、今後ともよろしくお

願いいたします。（拍手） 

○竹内委員   高校生の児童の代表として携わらせていただき、ありがとうございました。小金井市

の取組を知るよい機会になったかなと思います。 

 前回、子どものほうが、高校生が傍聴させていただいたんですが、子どもやその友達

が興味関心を抱くようになったのはとてもよかったかなと思います。喜多先生がお話し

されたように、小さな市なので、今の取組を評価し、鎖国状態にならないようによりよ

い発展的な取組を、小金井のよさを前面に出していっていただきたいなと思います。あ

りがとうございました。（拍手） 

○長岩委員   ２年間ありがとうございました。まず、この会に参加したきっかけをお話しさせてい

ただきたいんですけれども、ふだん生活していて、市が市民にどういった取組をしてい

るのかということがあまりちょっと分からなくて、こういう機会が回ってきて、それを

知るちょうどいい機会になるなと思って参加してみたんですけれども、実際参加してみ

て、政策であったり事業を進めるに当たって、人材不足であったりインフラ不足という

のが課題としてよくあったかと思います。でも短期的に改善できるようなことではない

ので、それ以外でも情報発信であったり、相談窓口といった取組を市として全力でやっ

ていただいているということが認識できてよかったなと思います。 

 自分もこれから数年後には子育てをする立場となると思うんですけど、そういった相

談窓口だったり、そういうのがあるというのも本当に安心しましたし、自分としても今

後、情報発信を周りにしていきたいなと思います。２年間ありがとうございました。

（拍手） 

○長谷川委員  私も４月からということでたったの２回ということで、もう終盤だったものですから、
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あまり意見というか出せずに、議論のところには混じれなかったなという印象ではあり

ますが、やはり子ども・子育て会議、こういう形で多岐にわたったものを評価していく

というすごく大切な場だなというふうに、たったの２回ですけれども感じさせていただ

きました。 

 ちょっと施策の部分ですとかそういったものというのは、なかなか私、今の現状で語

ることが難しいので、保育園という立場からお話をさせていただくと、やっぱり保育園、

幼稚園がありまして、そのまま小学校、中学校、高校となりますけど、唯一保育園、幼

稚園だけなんですよね、子どもが真ん中になれる施設というのが。当然消防法で全部決

まっていますけれども、コンセントの位置も子どもの届く場所には置いてはいけません

ということで高い位置にあったりとか、水道も全部低くなっていて、椅子やテーブルも

全部子どものサイズになっている、こんな施設ないんですよ、社会の中で。社会で唯一

ある、子どものためにというふうにつくられた施設というのが保育園、幼稚園であった

りするんですよね。 

 なのでそこの施設、それだけ子どものためにというふうに考えられたこの施設の中で、

我々職員が子どもを保育して育てていくというところをやっていくって結構とても重要

なことだなと思っていて、やっぱり子ども真ん中というような、これから支えていきま

しょうねというふうに国を挙げてやっている中で、子どもが真ん中にいられるというの

は、施設面だけでは絶対なくて、保育の業界ってよく言われる不適切保育というものが

とてもあったりとかというふうにフューチャーされちゃうんですが、やはり施設、設備

がどれだけ子どものためにそろっていても、それを使う大人たちが子どもを真ん中にお

いてなければ、全てそういったものが無駄に終わってしまって、子どもが全て犠牲にな

ってしまうという状況ができてしまっているんですよね。 

 なので、何よりもやはり大事なのが人権教育、子どもの人権もそうですけれども、働

く職員も含めても、人権というものをどれだけ考えていけるかというのがとてもやっぱ

り大切になるかなというのを日々思いながら、職員にもこれは伝えていることなんです

けれども、そういったところ、何よりも我々の意識をどんどん変えていかないといけな

いぞというようなところを感じながら、ちょっとこんなこと言っておきながら次期委員

ではないんですが、そういったところをちょっとそういう思いで、こういった政策のと

ころに関われたらすごくよかったなというのを、たった２回ですけれども感じておりま

した。 
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 短い間でしたけれども、ありがとうございました。（拍手） 

○村田委員   ２年間ありがとうございました。民間幼稚園の幼稚園会の代表として来ておりますが、

民間幼稚園の代表をやっておりますけれども、一番最初、ここの会議に出させていただ

いたときに、さっきお話ありましたが、本当に質の高い議論をなさる会議なんだなと思

いました。とてもじゃないけど自分では力が及ばない、そういうふうな皆さんの熱量で

すとか、そういったものも物すごく伝わってくる会議なんだなと思いました。これに長

いこと出させていただくことによって、自分ももう少し子どもの権利ですとか、今、自

分たちが見ている小さな子どもだけじゃなくて、もう少し幅広い子どもたちの将来です

とか、この子たちにとって本当に大事なことは何なんだろうかということを学ぶきっか

けをつくっていただいた、すごくすてきな会だと思います。 

 この４月に小さな小さな学童保育を始めさせていただきました。それもまだまだよち

よち歩きで、また７月からも子ども食堂を始めて、いろんなことをやって、この小金井

の子どもたちの育ちに関わっていきたい、貢献していきたいなという気持ちにさせてく

れる、本当にすばらしい会です。この委員をさせていただけたのに本当に心から感謝し

ていますし、また来期も引き続き私も継続させていただけますことを、本当にうれしく

思っています。またよろしくお願いいたします。本当にありがとうございました。（拍

手） 

○安岡委員   本当に２年間、といいましても、私は昨年度の４月に着任をしまして丸２年ではない

のですが、前任から引き継ぎまして、この会議、私たち保健所の職員も含めて育ててい

ただきまして、ありがとうございます。 

 私たちはどうしても圏域という単位で、小金井市を含む６市のところで、また、そこ

も多問題な御家庭ですとか、やはりごく一部のところの課題にどうしても、目の前のこ

とでどうしようかといったところで、私自身もちょっと視野が狭くなりがちな中で、こ

の会議に参加させていただき、地域でお子さん中心に養育されている方々をお一人にし

ないという市の具体なお取組に触れることができまして、大変勇気づけられた思いでご

ざいます。 

 職員にも申しておりますのは、やはり地域のことは地域でお願いというわけではなく

て、じゃあ私たち何できるの、やっぱり地域に足運んで、地域の住民の方々と手をつな

いで、皆さんの力を信じて、私たちも一緒に歩んでいくことなんじゃないかというのは、

私もこの１年少しでございますが、職員にも話しているところです。本当に貴重な機会
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をありがとうございます。 

 私自身も小金井市さん、子ども・子育て会議をはじめ、ほかにも２つ、要対協ですと

かほかの会議でも大変お世話になっておりまして、すごく愛着を勝手ながら感じており

ます。私も力になれることがございましたらさせていただきたいと思いますので、引き

続きどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。（拍手） 

○萬羽委員   ２年間ありがとうございました。皆様の挨拶、すばらしかったのでどうしようかなと

思っておりました。 

 私はふだんは直接子どもとか子育てと関わっているわけじゃないので、本当にこの会

議に出させていただいてもあまりお役に立てず申し訳ないなと思っているんですけど、

私自身はふだんあまり触れることのできない、子どもを中心に皆さん考える世界とここ

で接点を持つことができたことで、本当にいろんなことに視野が広がって、大変勉強に

なってありがたいなというふうに思っています。 

 会議も引き続きになるので、もうちょっと役に立てるように頑張ろうとは思うんです

けど、私自身の専門がここでは全く生かせてないんですけど、室内の環境を整えるとい

うようなことをやっているので、やっぱりいろんなニュースとかを見たりしている中で、

子どもたちが何より安全に暮らせるような住環境を整えるとか、地域の環境を整えると

いうことに、専門の面でも今後また生かしていきたいなと思いますし、子どもたちが安

全という最低限のことだけじゃなくて、健康を守るとか安全を守るという最低限のこと

だけじゃなくて、何かほっとするとか安心するみたいな環境づくりというのも本当はす

ごく大事だし、お金をかけなくてもちょっとした工夫で環境をよくするということはい

ろいろできたりするので、何かそういうところももう少し自分も研究しながら、アピー

ルしたりとか、環境整えることの大切さというところを、またいろいろ勉強しながら貢

献できるように、会議以外のところでも小金井の子どもたちの環境をよくしていくとい

うところに貢献できるようなりたいなと思いました。ありがとうございました。（拍手） 

○金子会長   ありがとうございました。私のほうからも、最後に一言申し添えさせていただければ

と思います。 

 私も実は教育が専門なので、なかなか福祉のことは初めてのことが多くて、まず、な

かなか皆さんの意見をうまくまとめられたかというところがすごく心残りなところでは

あるんですが、本当に僕の感想としては、本当に行政の方たちの、ここまで大変なのか

というのが一番最初に感じたことであります。委員の皆さんも感じられたんじゃないか
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なというふうに思います。実際学校では、先生いらっしゃるんであれですが、教員の多

忙化というものが一番問題になっていて、実はその先には子どもたちの多忙化というも

のが大きくあって、カリキュラムオーバーロードということが言われています。 

 学ぶことが多過ぎるというのが今の子どもたちの状況なんですが、本当に今回、子ど

もの定義が４０ちょっと前ぐらいまで、子どもの定義自体がかなり広がった上に、多分、

前は子ども・子育て会議って本当に子育てのことを中心にやっていたんだと思うんです

が、広く４０代手前の方まで範囲に入れなければいけなくなってきたということも、僕

にとって驚きだったんですが、子どものカリキュラムオーバーロードと同時に、やっぱ

り行政のほうもオーバーロードしているというのが、まさに人口が減少していく状態の

中で、行政をどういうふうに維持していくのかというのは、すごく子育てとか子どもの

ことだけではなく、すごい大きな問題になっているんだなということを痛感したところ

です。本当にこれだけ分厚い、これだけの事業をやっているのかというのは、本当に驚

きだったというところがあります。 

 なので、やっぱり特に福祉の分野においては、当然行政が頑張っていただくところは

あるんですが、行政以外のところとかいうものをどうやって行政が支えていけるかとい

うことを考えていかないと、全部行政頼りにしていくと多分、本当に行政がオーバーロ

ードしていくだろうなと思うので、次回、地域においてどんなふうに行政以外のサービ

スとか、お互いの互助みたいなものが起きていくかというところが本当にキーになって

いかなければいけないのかなと思ったということです。 

 なので、私も実は次回も引き続きということになるので、そこのところもちょっと、

本当に整理というよりかは、行政がやること、地域でやることというのを一定程度分け

ていかないといけないんだろうなと思っております。なので、市民のボランティア参加

みたいなところまで行政が評価を受ける必要があるのだろうかというようなことも、正

直思ったところです。評価の仕方みたいなことも考えていかなきゃいけないかなと思い

ますし、これを見ていても、やっぱり評価がかなりミクロ化していってしまう。マクロ

な評価というのはなかなか多分できていないという現状があるんだろうなと思って、こ

うは言うけど全体としてはこうだったよねみたいな評価がうまくできるようになるとい

いのかなというふうに感じました。 

 本当に２年間、なかなか拙い会長だったと思いますが、皆さん本当にありがとうござ

いました。（拍手） 
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 では、事務局のほうから何かございましたらよろしくお願いいたします。 

○子ども家庭部長 皆様におかれましては、２年間本当にありがとうございました。様々な意見をいた

だきまして、私自身も勉強になりました。また引き続きお願いしていらっしゃる委員の

方もいらっしゃると思いますけれども、ぜひよろしくお願いしたいと思います。御尽力

に大変感謝しております。 

 特に今期におきましては、「のびゆくこどもプラン」の改定がございました。先生の

お話にもあったように、子ども観という自体が変わってくるこの大きい変化の中で、そ

して子どもの権利をより考えていかなきゃいけない中で御尽力をいただいたこと、大変

ありがたく思っております。 

 今年度の後半の審議には、次期子ども・子育て会議のメンバーの方々にバトンタッチ

していただくということになっておりますが、新計画の評価・検証が予定されておりま

すので、引き続き委員としての御協力をいただきたいと思います。 

 以上をもちまして、今期は終了ということになります。どうもありがとうございまし

た。引き続き、様々な場面でよろしくお願いいたします。（拍手） 

○金子会長   ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、今期の会議を終了したいと思います。皆さん、どうも

ありがとうございました。 

 

── 了 ── 

 


